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Chattonella antiqua (Hada) Ono
ラフィド藻網ラフィドモナス目ヴァキュオラリア科に属する無殻鞭毛藻の一種。細胞長は100μm前後の長楕円形で、
細胞前端から2本の鞭毛を出して活発に遊泳する。細胞内に多数の葉緑体を保有しており、光合成で活発に増殖し、

日本沿岸で頻繁に赤潮を形成する種である。生育は三河湾、瀬戸内海、九州沿岸など、西日本に広く生息する。近
年有明海や八代海では頻繁に赤潮を形成している。半球形のシストを形成し、海底泥中で越冬する。本種は魚類に
対して強い魚毒性を有しており、赤潮が発生する多くの魚介類がへい死して問題となる。

Cochlodinium polykrikoides Margalef
渦鞭毛藻ギムノディニウム目ギムノディニウム科に属する無殻鞭毛藻の一種。細胞長は30μm前後で、ほとんど4も
しくは8連鎖を形成する。細胞内に多数の葉緑体を保有しており、光合成で活発に増殖し、沿岸域で頻繁に赤潮を形
成する種である。生育は世界中の熱帯・温帯域に広く認められる。八代海では1970年代後半から頻繁に赤潮を形
成している。本種も魚類に対して強い魚毒性を有しており、赤潮が発生する多くの魚介類がへい死して問題となる。

Ceratium furca (Eehrenberg) Claparéde et Lachmann
渦鞭毛藻ペリディニウム目ケラチウム科に属する有殻鞭毛藻の一種。細胞長は100～150μm前後で周年を通じて世
界中の内湾・沿岸で卓越し、有明海では頻繁に赤潮を形成する。本種の赤潮は魚介類に対してほとんど無害である。

Heterosigma akashiwo (Hada) Hada
ラフィド藻網ラフィドモナス目ヴァキュオラリア科に属する無殻鞭毛藻の一種。細胞長は15μm前後の楕円形で、形態
の変異が大きい。細胞の前端から2本の鞭毛を出して活発に遊泳する。細胞内に多数の葉緑体を保有しており、光

合成で活発に増殖し、世界中の内湾・沿岸で頻繁に赤潮を形成する種である。西日本では毎年初夏から秋期にか
けて赤潮の形成が認められる。本種もChattonella属同様にシストを形成し、海底泥中で越冬する。本種は魚類に対
して弱い魚毒性を有しており、高密度の赤潮が発生すると多くの魚介類がへい死して問題となる。
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資料： 水産庁提供

赤潮が発生すると濃密な細胞の塊（パッチと呼ぶ）が風や潮流で
漂い、養殖魚が飼育されている生簀などに来襲する。

特にブリなどの回遊魚は赤潮に対する耐性が低く、致死的密度
に襲われると数時間以内にへい死する。
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資料： 「瀬戸内海の赤潮」「九州海域の赤潮」

2009年と2010年の八代海を中心とした赤潮被害は甚大で、それ

ぞれ過去の国内の赤潮による漁業被害額の５位と２位に相当す
る。

また2000年には八代海におけるCochlodinium polykrikoidesによ

る漁業被害が３位となっているように、八代海では赤潮問題が地
域の養殖業の最大の懸案事項となっている。
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資料： 水産庁九州漁業調整事務所 昭和５３～平成２４年 「九
州海域の赤潮」
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出典： 園田吉弘・滝川 清・川崎信二・青山 千春・齋藤 孝（2013）有明・八
代海海域における海水温変動と底生生物群集の応答特性.土木学会論文集B2(海岸
工学), 69(2), 1116-1120. 

有明海・八代海海域のいずれにおいても、1998年以降に底層水温が上昇傾向にある。
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出典： 園田 吉弘・滝川 清・川崎 信司・青山千春・齋藤 孝（2013）八代海海
域における水質環境特性.. 土木学会論文集B3（海洋開発）, 69(2) , 1240-1245. 

八代海における赤潮発生回数と各海域の水温上昇、接続海域である外海側の水温上
昇がほぼ連動している。
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資料： 園田吉弘・滝川 清・荒巻智子・川崎信司・齋藤孝（2014） 観測データによる，
有明・八代海海域における水産，塩分，潮位の時系列変動特性. 土木学会論文集B3
（海洋開発）, 70(2), 1163-1169

海水温の上昇とともに平均潮位も徐々に高くなっており、特に2000年前後をピークに有
明海も八代海も潮位が高くなっている。.
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資料： 水産庁九州漁業調整事務所 昭和５３～平成２５年 「九
州海域の赤潮」

Chattonella属の発生頻度は2002～2010年まで大規模に発生し
ていた。Heterosigma akashiwoについては明瞭な傾向は見いだ
せない
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資料： 水産庁九州漁業調整事務所 昭和５３～平成２５年 「九
州海域の赤潮」

Cochlodinium polykrikoidesについては、1986～1988年、1992～
1997年にほとんど発生しない期間が認められる。九州西岸や瀬
戸内海で問題となるKarenia mikimotoiについては八代海での出
現は低調である
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資料： 水産庁九州漁業調整事務所 昭和５３～平成２５年 「九
州海域の赤潮」

Chattonella属の発生頻度は2002～2010年の期間に顕著に発生
していた。Heterosigma akashiwoについては熊本県海域とは異な
り、2000年以降に顕著に増加している
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資料： 水産庁九州漁業調整事務所 昭和５３～平成２５年 「九
州海域の赤潮」

Cochlodinium polykrikoidesについては、1985～1988年、1994～
1999年にほとんど発生しない期間が認められる。九州西岸や瀬
戸内海で問題となるKarenia mikimotoiについては熊本県海域同
様に低調である

※ 1976年と1977年にはC. polykrikoidesによる赤潮発生と漁業

被害が発生しているが、細胞密度の情報が不明である。このた
め、便宜的に魚類へい死が認められる最低細胞密度である
3,000 cells/mLを入力した。
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出典： 「有明海佐賀県海域の海況と漁業等の現況」 佐賀県有
明水産振興センター（2013）

本データのうち、湾奥に位置する定点１０（国営干拓沖）と湾奥西
部に位置する定点３（大浦沖、諫早湾口）のデータについて解析
を試みた。

【浅海定線調査】

水産庁が推進してきた漁況海況予報事業のうち、増養殖漁場を
主対象とした定点海洋観測（いわゆる浅海定線）を1972年から全

国的に実施してきた。有明海での浅海定線調査は毎月１回、朔
の大潮に各県一斉調査が実施されてきた。現在国内で最も長期
かつ広範囲に蓄積された海洋データベースの一つである。
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資料： 「有明海佐賀県海域の海況と漁業等の現況」における佐
賀県有明水産振興センターの調査データに基づく

有明海湾奥海域である国営干拓沖において、1980年代後半から

の水温上昇が認められ、特に冬期に顕著である。本傾向は瀬戸
内海など他海域でも同様な傾向が観察されている
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資料： 「有明海佐賀県海域の海況と漁業等の現況」における佐
賀県有明水産振興センターの調査データに基づく

有明海湾奥海域である国営干拓沖において、1970年代以降、透

明度が長期的に上昇を続けている。春期と夏期は長期変動が認
められないが、秋期と冬期に上昇が明瞭である。
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資料： 「有明海佐賀県海域の海況と漁業等の現況」における佐
賀県有明水産振興センターの調査データに基づく

有明海湾奥海域である国営干拓沖においては年変動が大きく、
特に長期変動は認められない。
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出典： 山砥稔文，坂口昌生，岩滝光儀，松岡數充（2006）諫早
湾に出現する有害赤潮鞭毛藻 4 種の増殖に及ぼす水温，塩分
の影響. 日本水産学会誌，72(2), 160-168

諫早湾から分離培養されたラフィド藻Chattonella antiquaの培養
株を用いて、水温と塩分に対する増殖応答を調べた結果。

諫早湾産のC. antiquaは競合する珪藻類などの増殖が低下する
水温30ﾟCという高水温で最も活発に増殖することが判明した。

また水温10ﾟC以下では増殖できず、シストの形態で越冬している
と推察される。
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出典： 紫加田知幸, 櫻田清成, 城本祐助, 生地 暢, 吉田 誠, 
大和田紘一（2010）八代海における植物プランクトンの増殖に与
える水温、塩分、および光強度の影響. 日本水産学会誌, 76(1), 
34-45

八代海から分離培養されたラフィド藻Chattonella antiquaの培養
株を用いて、水温と塩分に対する増殖応答を調べた結果。

八代海産のC. antiquaについても、競合する珪藻類などの増殖が
低下する水温30ﾟCという高水温で最も活発に増殖することが判
明した。

八代海産のC. antiquaは水温15ﾟC以下では増殖できず、シストの
形態で越冬していると推察される。
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資料： 水産総合研究センター西海区水産研究所提供

2009年に有明海沿岸４自治体と西海区水産研究所の観測結果
から、出現時の水温と塩分を整理した

出現水温は23～29ﾟCの範囲で、高い細胞密度は26～28ﾟCの範

囲で観察されており、培養試験における最高増殖温度付近で発
生していたことが分かる
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資料： 水産総合研究センター西海区水産研究所提供

2009年と2010年に八代海沿岸２自治体の観測結果から、出現時の水温と塩分を整理
した

いずれの年度も出現水温は23～29ﾟCの範囲で、高い細胞密度は26～28ﾟCの範囲で観

察されており、有明海同様に、培養試験における最高増殖温度付近で発生していたこ
とが分かる。

従って、水温と塩分については、シャットネラ赤潮発生を推定する重要因子である。
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